
1年の　願う福
2 月 3 日、角館総鎮守神明社で節分祭が行われました。拝殿で行われ

た神事には厄年を迎えた男女や関係者などおよそ 60 人が出席し、宮司

からお祓いを受けました。その後、境内で行われた豆まきには 200 人

を超える地域の住民が集まり、次々にまかれる福豆やお餅、みかんな

どを持ってきた袋いっぱいに詰め、今年 1 年の幸福を願いました。
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村おこしの達人に聴く

オ
ン
リ
ー
白
岩

白
岩
城
址
燈
火
祭
は
今
年
で
16
回
目
を
迎
え
、
今
で
は
地
元

の
冬
祭
り
と
し
て
定
着
し
、
市
内
外
か
ら
多
く
の
方
々
が
訪

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
白
岩
地
区
で
村
お
こ
し
団
体
を

15
年
前
に
立
ち
上
げ
た
下
田
三
千
雄
さ
ん
は
長
年
務
め
た

代
表
を
昨
年
末
で
退
任
。
地
元
白
岩
に
対
す
る
熱
い
思
い
、

こ
れ
ま
で
の
歩
み
な
ど
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

白岩村おこしプロジェクトＳ前代表
下田  三千雄 さん

白
岩
に
キ
セ
キ
を
起
こ
す

　

私
は
男
兄
弟
の
三
男
坊
で
す
が
、
家
業
の
商
店
を

営
ん
で
い
ま
し
た
。
仕
事
一
筋
で
土
日
も
な
く
働
い

て
い
ま
し
た
が
、
49
歳
の
時
、
大
病
を
患
い
、
生
死

の
境
を
さ
ま
よ
い
ま
し
た
。
仕
事
に
復
帰
し
て
か
ら
、

自
分
の
生
ま
れ
育
っ
た
白
岩
を
見
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
そ
し
て
、愕
然
と
し
ま
し
た
。
こ
の
ま
ま
で
は
、

白
岩
が
な
く
な
る
。「
な
ん
と
か
し
ね
ば
！
」。

地
域
ブ
ラ
ン
ド
に
魅
せ
ら
れ
て

　

地
域
の
活
性
化
を
目
的
に
「
白
岩
村
お
こ
し
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
Ｓ
」
を
平
成
14
年
に
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
以

来
、
様
々
な
行
事
の
企
画
・
立
案
を
行
い
、
同
時
に

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
も
行
っ
て
き
ま
し
た
。
白
岩
は
街

道
や
古
い
寺
院
が
あ
っ
た
り
、
白
岩
焼
き
や
さ
さ
ら

舞
な
ど
伝
統
文
化
が
色
濃
く
残
っ
て
い
ま
す
。「
誰
か

が
何
か
や
ら
ね
ば
」
と
い
う
強
い
思
い
は
持
っ
て
い

て
、
私
の
考
え
に
賛
同
す
る
10
人
で
始
め
ま
し
た
。

最
初
に
思
い
つ
い
た
の
は
、
白
岩
は
夏
に
さ
さ
ら
舞

な
ど
の
行
事
が
あ
る
の
に
、
冬
を
楽
し
む
行
事
が
な

い
と
い
う
こ
と
。
白
岩
城
址
燈
火
祭
は
そ
こ
か
ら
生

ま
れ
ま
し
た
。
軌
道
に
乗
れ
た
の
は
、
周
り
の
環
境

や
人
に
恵
ま
れ
て
い
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
地
元

の
方
々
の
協
力
は
も
ち
ろ
ん
、
後
に
定
着
す
る
国
際

教
養
大
学
の
留
学
生
と
の
交
流
も
少
し
ず
つ
進
み
、

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
も
手
探
り
で
し
た
が
、
回
数
を
重
ね

る
う
ち
に
、
ま
る
で
小
さ
な
国
際
村
の
よ
う
に
形
に

な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
自
分
で
思
い
描
い
た
構
想
が

実
現
で
き
る
喜
び
は
何
に
も
代
え
が
た
い
も
の
で
し

た
。
私
は
常
に
「
オ
ン
リ
ー
白
岩
」
を
目
指
し
た
い
。

ベ
ー
ス
に
そ
の
考
え
が
い
つ
も
あ
り
ま
す
。
過
疎
化

が
進
み
限
界
集
落
と
な
り
、
活
気
が
失
わ
れ
て
い
く

地
域
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
白
岩
に
は
後
世
に

伝
え
る
べ
く
す
ば
ら
し
い
地
域
資
源
や
財
産
が
あ
っ

た
こ
と
も
、
地
域
お
こ
し
に
つ
な
が
っ
た
と
思
い
ま

す
。
平
成
21
年
に
は
、
住
民
一
体
の
取
り
組
み
が
高

く
評
価
さ
れ
、
秋
田
県
農
山
村
活
力
モ
デ
ル
地
域
に

も
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

や
っ
て
み
な
い
と
わ
か
ら
な
い

　

後
進
に
道
を
譲
る
時
期
と
考
え
、
今
年
か
ら
代
表

を
退
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
裏
方
と
し
て
全
面
的

に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
き
ま
す
。
こ
う
し
て
、
世

代
交
代
を
図
り
、
で
き
る
だ
け
若
い
方
々
を
主
役
に

立
て
た
い
と
思
い
ま
す
。
常
に
新
し
い
も
の
を
取
り

入
れ
、
変
化
し
て
い
か
な
け
れ
ば
停
滞
し
ま
す
。
そ

れ
を
動
か
す
原
動
力
、
人
が
必
要
で
す
。
自
分
も
そ

う
し
て
き
ま
し
た
が
、
燈
火
祭
や
ひ
で
こ
（
シ
オ
デ
）

栽
培
、
昨
年
18
年
ぶ
り
に
復
活
し
た
白
岩
大
名
行
列

の
開
催
な
ど
、
地
域
資
源
を
最
大
限
に
活
用
し
て
白

岩
を
面
白
く
、
元
気
づ
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

数
年
前
に
ひ
で
こ
の
里
の
Ｐ
Ｒ
の
た
め
に
作
っ
た

２
枚
目
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
の
前
に
は
「
で
き
る
わ
け
ね
ぇ

べ
し
ゃ
」、
後
ろ
に
は
「
や
っ
て
み
ね
ば
わ
が
ら
ね
べ

白
岩
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。「
ア
ク
シ
ョ
ン
な
く
し

て
奇
跡
起
こ
ら
ず
。
奇
跡
な
く
し
て
集
落
残
ら
ず
」。

こ
れ
か
ら
も
そ
の
考
え
は
変
わ
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

（64 歳   角館町白岩字前郷）

を
め
ざ
し
て

Michio Shimoda

　
２
月
４
日
、
仙
北
市
の
冬
ま
つ
り
の
先
陣
を
切
っ
て
、
白
岩
城
址

燈
火
祭
が
白
岩
地
区
の
特
設
会
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
お
祭
り
は
、
中
世
白
岩
家
城
址
の
館
山
参
道
に
、
か
が
り
火

が
５
０
０
個
、
近
世
平
城
跡
に
２
５
０
個
の
ミ
ニ
か
ま
く
ら
な
ど
が

設
置
さ
れ
、
幻
想
的
な
雰
囲
気
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
雲
巖

寺
の
鐘
の
音
を
合
図
に
、
館
山
参
道
に
か
が
り
火
が
灯
さ
れ
る
と
、

観
客
か
ら
は
大
き
な
歓
声
が
上
が
り
、
カ
メ
ラ
な
ど
で
撮
影
す
る
光

景
が
み
ら
れ
ま
し
た
。
主
会
場
で
は
、
元
気
白
岩
ひ
で
こ
節
踊
り
大

会
や
火
振
り
か
ま
く
ら
、
綱
引
き
大
会
な
ど
が
行
わ
れ
、
地
域
住
民

は
も
と
よ
り
、
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
い
を
み
せ
ま
し
た
。

火
振
り
か
ま
く
ら
体
験
な
ど
参
加
型

の
イ
ベ
ン
ト
が
人
気
で
す
。

ひ
で
こ
節
や
生
保
内
節
な
ど
に
合
わ
せ
、
艶

や
か
な
手
踊
り
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

白
岩
城
址
燈
火
祭

　

白
岩
城
址
燈
火
祭
が
行
わ
れ
た
会
場
で
は
、
白
岩
城

址
燈
火
祭
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
の
活
力
向
上
と
多
く

の
外
国
人
の
受
け
入
れ
に
よ
る
国
際
交
流
の
推
進
に
尽

力
さ
れ
た
功
績
を
讃
え
「
白
岩
村
お
こ
し
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
Ｓ
」
に
、仙
北
市
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

白
岩
村
お
こ
し
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｓ
は
、
人
口
減
少
に
よ

る
過
疎
化
や
地
域
の
停
滞
を
打
破
す
る
目
的
で
前
代
表

の
下
田
三
千
雄
さ
ん
が
結
成
し
た
団
体
。
こ
れ
ま
で
、

白
岩
城
址
燈
火
祭
や
山
菜
の
ひ
で
こ
栽
培
な
ど
、
地
域

資
源
を
生
か
し
た
取
り
組
み
や
交
流
事
業
な
ど
を
実
施

し
て
き
ま
し
た
。
感
謝
状
を
受
け
取
っ
た
高
橋
輝
彦
代

表
は
「
今
後
も
白
岩
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
取
り
組
み

を
続
け
た
い
。
楽
し
い
企
画
を
考
え
、
地
域
住
民
と
協

力
し
な
が
ら
活
動
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

白
岩
村
お
こ
し
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　

に

地
域
の
元
気
と
活
気
を
創
り
出
す

白岩城址燈火祭の開会式で門脇市長（左）から感謝状を受
け取る白岩村おこしプロジェクトＳの高橋輝彦代表（右）。

天
空
の
冬
物
語
・
中
世
と
近
世
の
栄
華
を
光
で
再
現

感
謝
状
を
贈
呈

Ｓ
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　　　　旬な情報チャンネル
－地域のわだい－

旬な情報仙北市の「今」をおとどけ チャンネル
－地域のわだい－

ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
機
会

　

１
月
12
日
、
市
内
小
中
学
校
12
校

の
代
表
28
人
が
議
員
と
な
る
仙
北
市

子
ど
も
議
会
が
市
議
場
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
議
会
は
、
児
童
生
徒

に
市
が
抱
え
る
課
題
な
ど
に
つ
い
て

関
心
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
、
３
年

ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。
子

ど
も
た
ち
は
、
秋
田
内
陸
線
の
利
活

用
や
防
災
対
策
、
地
方
創
生
特
区
な

ど
に
つ
い
て
門
脇
市
長
や
市
当
局
に

質
問
し
、
未
来
の
ま
ち
づ
く
り
を
思

い
描
い
て
い
ま
し
た
。

　仙北市の未来を創る子どもたち

秋田内陸線の利活用や地方創生特区など、子どもの視点で市の課題
について質問する児童。

楽
し
い
時
間
を
過
ご
す

　

１
月
27
日
、
角
館
保
育
園
で
角
館

町
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
が
主
催

す
る
世
代
間
交
流
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
交
流
会
は
、
老
人
ク
ラ
ブ

会
員
と
園
児
の
交
流
・
健
康
づ
く
り

を
目
的
に
10
年
以
上
に
わ
た
り
続
け

て
い
る
も
の
で
す
。
当
日
は
、
市
連

合
会
の
藤
原
剛
会
長
を
は
じ
め
、
老

人
ク
ラ
ブ
会
員
や
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進

員
が
園
児
た
ち
と
お
手
玉
や
あ
や
と

り
、
竹
馬
な
ど
、
昔
か
ら
伝
わ
る
遊

び
で
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　園児たちと昔遊びで伝承交流

なつかしいお手玉で遊ぶ子どもたち。昔から伝わる遊びは時代が変
わっても人気のようでした。

駅
ま
つ
り
等
へ
の
協
力
に
感
謝

　

１
月
23
日
、
仙
北
市
と
田
沢
湖
・

角
館
観
光
連
盟
が
、
東
日
本
旅
客
鉄

道
㈱
秋
田
支
社
か
ら
感
謝
状
を
授
与

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
昨
年
10
月

に
田
沢
湖
、
角
館
両
駅
で
開
催
さ
れ

た
田
沢
湖
線
全
線
開
通
50
周
年
記
念

の
駅
ま
つ
り
等
へ
の
協
力
に
対
し
贈

ら
れ
た
も
の
で
す
。
田
沢
湖
庁
舎
で

行
わ
れ
た
贈
呈
式
で
は
、
同
社
の
菊

地
正
支
社
長
か
ら
門
脇
市
長
と
田
沢

湖
・
角
館
観
光
連
盟
の
佐
藤
和
志
会

長
に
感
謝
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　東日本旅客鉄道が感謝状贈呈

左から倉橋副市長、門脇市長、田沢湖・角館観光連盟の佐藤和志会長、
東日本旅客鉄道㈱秋田支社の菊地正支社長。

有
効
活
用
に
期
待
込
め
て

　

西
明
寺
小
学
校
が
ネ
ギ
栽
培
農
業

体
験
学
習
を
始
め
て
６
年
目
を
迎
え

ま
す
。
こ
の
学
習
は
農
業
の
喜
び
を

学
ぶ
食
育
活
動
で
、
地
元
農
家
の
佐

藤
一
也
さ
ん
が
農
地
の
提
供
や
栽
培

指
導
を
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
６

年
生
25
人
が
、
総
合
学
習
の
時
間
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
こ
の
ほ
ど
、
昨

年
の
市
産
業
祭
で
販
売
し
た
ネ
ギ
の

売
上
金
８
万
１
５
０
０
円
が
Ｊ
Ａ
秋

田
お
ば
こ
を
通
じ
て
仙
北
市
に
寄
付

さ
れ
ま
し
た
。

　農業体験学習の売上金を寄付

1 月 30 日、目録が手渡されました。左から倉橋副市長、門脇市長、
JA 秋田おばこの藤村正喜代表理事組合長、佐々木桂一総合企画部長。

故
人
の
思
い
出
を
語
る

　

１
月
21
日
、
昨
年
お
亡
く
な
り
に

な
ら
れ
た
新
潮
社
記
念
文
学
館
名
誉

館
長
の
高
井
有
一
先
生
を
し
の
ぶ
会

が
角
館
町
の
グ
ラ
ン
デ
ー
ル
ガ
ー
デ

ン
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
角

館
図
書
館
後
援
会
の
会
員
な
ど
約
60

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
高
井
先
生
は
、

昭
和
41
年
に
角
館
町
を
舞
台
と
し
た

「
北
の
河
」
で
芥
川
賞
を
受
賞
。
角
館

図
書
館
後
援
会
主
催
の
文
化
講
演
会

で
は
、
長
年
に
わ
た
り
講
師
の
紹
介

を
続
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　高井有一先生をしのぶ会

高井先生の妻・中村輝子さん（左）と高井先生と長年親交があった
角館町出身の作家・塩野米松さん（右）が思い出を語り合いました。

佐
竹
北
家
の
料
理
を
味
わ
う

　

学
校
給
食
記
念
日
の
１
月
24
日
、

市
内
の
給
食
で
、
佐
竹
北
家
ゆ
か
り

の
料
理
「
御
狩
場
焼
」
が
提
供
さ
れ

ま
し
た
。
鶏
肉
に
山
椒
み
そ
を
付
け

て
焼
い
た
こ
の
料
理
は
、
江
戸
時
代

に
佐
竹
北
家
の
殿
様
が
狩
猟
の
際
に

食
べ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
地
元

に
伝
わ
る
食
文
化
に
親
し
ん
で
も
ら

お
う
と
、
角
館
町
観
光
協
会
の
提
案

で
こ
の
企
画
が
実
現
し
た
も
の
で
、

初
め
て
食
べ
る
伝
統
の
味
に
児
童
た

ち
は
笑
顔
を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。

　学校給食で御狩場焼が登場

御狩場焼を食べた児童たちは「とても美味しい」と笑顔で味わって
いました。

前
列
左
か
ら
熊
谷
教
育
長
、
生
徒
代
表
の
２
年
生
の

津
島
萌
香
さ
ん
、
１
年
生
の
藤
峰
太
輝
君
。
後
列
左

か
ら
角
館
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
河
原
田
次
朗
会
計
、

茂
木
督
幹
事
、
岡
田
一
会
長
、
小
林
高
太
郎
校
長
。

輝
き
は
色
褪
せ
な
い

７
月
25
日
、
秋
田
市
の
こ
ま
ち
ス
タ
ジ
ア
ム
で
全
国
高
校
野
球
選
手

権
秋
田
大
会
の
決
勝
が
行
わ
れ
ま
し
た
。（
関
連
記
事
２
ペ
ー
ジ
）

毎月 2回　1日・16 日発行
http://www.city.semboku.akita.jp/

　このほど、広報せんぼく 8月 16日号で採用した表
紙写真が平成 29年全国広報コンクールに推薦されま
した。県内の応募総数 14 作品から選ばれたもので、
仙北市は最高点を獲得しました。
　秋田県の審査では「貴重な一瞬で、無念さが伝わっ
てくる」との高い評価をいただきました。

写真の部で最高点

全国広報コンクールに推薦決定

【
写
真
説
明
】
全
国
高
校
野
球
選
手
権
秋
田
大
会
の
決
勝
戦
。
角
館
高
校
と
大

曲
工
業
高
校
の
県
南
対
決
。
８
回
表
ま
で
４
点
リ
ー
ド
し
て
い
た
角
館
高
校
が

そ
の
裏
に
逆
転
を
許
し
、そ
の
ま
ま
ゲ
ー
ム
セ
ッ
ト
。
負
け
が
決
ま
っ
た
瞬
間
、

脱
力
し
無
念
さ
を
に
じ
ま
せ
る
選
手
。　１月 30 日、角館ライオンズクラブ（岡田一会長）

が神代中学校にワイヤレスアンプとマイクセット
を寄贈しました。同クラブは、青少年の健全育成
を推進する一環として毎年、市内の学校へ備品な
どを贈る活動を行っています。小林高太郎校長は

「ご支援をいただき感謝します。さらに生徒の頑
張りを引き出せるよう、行事や大会などで活用さ
せていただきます」と話しました。

角館ライオンズクラブが
神代中学校に備品を寄贈

平
成
29
年
全
国
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
へ
の
推
薦
が
決
定
し
た
表
紙
写
真
。
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●
場
所
／
税
務
課
、
角
館
・

西
木
地
域
セ
ン
タ
ー

※
正
面
玄
関
か
ら
お
入
り
く
だ

さ
い
。

●
平
成
29
年
２
月
28
日

　
納
期
限
の
税
目
／

 

▼

国
民
健
康
保
険
税

　（
普
通
徴
収
）・
第
８
期

 

▼

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　（
普
通
徴
収
）・
第
８
期

※
口
座
振
替
も
納
期
限
と
同
日

で
す
の
で
、
前
日
ま
で
通
帳

の
残
高
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
日
中
、
仕
事
な
ど
で
市
税
を
納
め
る
こ

と
が
で
き
な
い
方
の
た
め
に
、
夜
間
納
税

窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

　
ま
た
、
諸
事
情
に
よ
り
市
税
を
納
め
る

こ
と
が
困
難
な
方
の
た
め
に
納
税
相
談
窓

口
も
併
せ
て
開
設
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
来
庁
く
だ
さ
い
。

●
日
時
／

   

２
月

28
日
㈫
　

17
時
15
分
～
19
時

※
開
設
時
間
に
都
合
が
つ
か
な
い
場
合
は
、
事

前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

夜
間
納
税
窓
口
を

開
設
し
ま
す

【
問
合
せ
】
税
務
課

　（
田
沢
湖
庁
舎
）
☎
（
43
）１
１
１
７

各金融機関または市役所税務課、各地域センター

にご相談ください。

納税には口座振替が便利で安心です。

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※
持
参
の
場
合
は
、市
役
所
各
地
域
セ
ン
タ
ー
、

各
出
張
所
へ
の
提
出
も
可

※
い
ず
れ
の
場
合
も
３
月
21
日
㈫
正
午
ま
で

　（
郵
送
の
場
合
は
、
３
月
18
日
㈯
消
印
有
効
）

●
意
見
の
取
扱
い
／

 

▼

提
出
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
「
仙
北
市

第
３
次
男
女
共
同
参
画
計
画
」
の
参
考

と
す
る
ほ
か
、
後
日
集
約
し
、
住
所
、

氏
名
等
の
個
人
情
報
を
除
き
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
公
表
す
る
予
定
で
す
。

 

▼

類
似
の
ご
意
見
等
に
つ
い
て
は
、
集
約

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

 

▼

匿
名
の
も
の
、
募
集
対
象
者
の
判
断
が

で
き
な
い
方
、
本
件
と
直
接
関
係
の
な

い
ご
意
見
を
示
し
た
も
の
と
判
断
さ
れ

る
内
容
に
つ
い
て
は
、
意
見
と
し
て
取

り
扱
い
ま
せ
ん
。

 

▼

提
出
し
て
い
た
だ
い
た
ご
意
見
に
対
し

て
、
個
別
回
答
は
行
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、

提
出
し
て
い
た
だ
い
た
ご
意
見
の
原
稿

は
返
却
し
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
願
い
ま

す
。

●
提
出
先
／
仙
北
市
総
務
部
企
画
政
策
課

　
〒
０
１
４-

１
２
９
８

　
仙
北
市
田
沢
湖
生
保
内
字
宮
ノ
後
30

　
☎
（
43
）１
１
１
２  

FAX（
43
）１
３
０
０

　E-m
ail kikaku@

city.sem
boku.akita.jp

　
昨
年
８
月
に
行
っ
た
市
民
ア
ン
ケ
ー

ト
・
事
業
所
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
と
、
仙

北
市
の
現
状
と
課
題
を
基
に
今
後
５
年
間

の
男
女
共
同
参
画
・
女
性
活
躍
推
進
・
配

偶
者
暴
力
防
止
に
関
す
る
方
向
性
と
具
体

的
な
目
標
・
施
策
を
計
画
し
た
「
仙
北
市

第
３
次
男
女
共
同
参
画
計
画
」（
案
）
が
ま

と
ま
り
ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ
ん
、
事
業

主
・
雇
用
者
の
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を
募
集

し
ま
す
。

●
募
集
期
間
／
２
月
16
日
㈭
～
３
月
21
日

㈫
正
午

●
公
表
資
料
／
仙
北
市
第
３
次
男
女
共
同

参
画
計
画
（
案
）

●
資
料
閲
覧
場
所
／
企
画
政
策
課
、
各
地

域
セ
ン
タ
ー
、
各
出
張
所
、
仙
北
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

●
意
見
の
募
集
対
象
者
／

①
仙
北
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方

②
仙
北
市
内
に
勤
務
、
在
学
す
る
方

③
仙
北
市
内
に
事
務
所
や
事
業
所
を
有
す

る
個
人
、
法
人
、
そ
の
他
の
団
体

●
意
見
の
提
出
方
法
／
所
定
の
記
入
用
紙

ま
た
は
任
意
様
式
に
よ
り
、
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
、
市
外
の
方
で
勤
務
地

等
が
市
内
の
場
合
は
勤
務
先
等
、
ご
意

見
の
あ
る
ペ
ー
ジ
番
号
な
ど
を
明
記
の

う
え
、
持
参
、
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

仙
北
市
第
３
次
男
女
共
同
参
画
計
画
（
案
）
の

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
意
見
募
集
）
を
実
施
し
ま
す

【
問
合
せ
】
企
画
政
策
課
（
田
沢
湖
庁
舎
）
☎
（
43
）１
１
１
２

31
日
（
１
年
毎
の
申
し
込
み
）

●
利
用
日
時
／

 

▼

月
～
金
曜
日
の
登
校
日
…
放
課
後
～
18

時
30
分

 

▼

土
曜
日
、
長
期
休
業
期
間
、
平
日
の
振

替
休
業
日
…
７
時
30
分
～
18
時
30
分

（
昼
食
持
参
）

※
休
業
日
は
日
曜
日
、
祝
日
、
８
月
13
日
～
16

日
、
12
月
29
日
～
１
月
３
日

●
利
用
料
／
月
額
２
０
０
０
円

　（
生
活
保
護
世
帯
０
円
、
ひ
と
り
親
世

帯
１
０
０
０
円
、
２
人
以
上
利
用
で
２

人
目
以
降
１
０
０
０
円
）

●
帰
宅
方
法
／
原
則
、
保
護
者
等
の
迎
え

に
よ
り
ま
す
。

●
申
込
方
法
／
２
月
28
日
㈫
ま
で
に
、
利

用
申
請
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
請
書
類
の
配
布
・
提
出
場
所
／
子
育

て
推
進
課
（
西
木
庁
舎
）、
田
沢
湖
・
角

館
地
域
セ
ン
タ
ー
、
各
出
張
所
、
各
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
（
14
時
30
分
頃
か
ら

職
員
が
い
ま
す
）

●
利
用
の
決
定
／
児
童
の
家
庭
状
況
を
総

合
的
に
考
慮
し
、
家
庭
で
の
保
育
が
困

難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
、
そ
の

優
先
度
の
高
い
児
童
か
ら
順
次
決
定
と

な
り
ま
す
。
先
着
順
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
利
用
の
可
否
に
つ
い
て
は
、
３
月
中
旬

に
通
知
す
る
予
定
で
す
。

　
仙
北
市
で
は
、
保
護
者
の
継
続
的
な
労

働
等
に
よ
り
、
放
課
後
に
家
庭
で
保
育
で

き
な
い
小
学
生
を
対
象
に
、
健
全
な
遊
び

や
生
活
の
場
を
提
供
す
る
た
め
、
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　
利
用
を
希
望
す
る
方
は
、
申
込
期
限
ま

で
に
申
請
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
対
象
児
童
（
要
件
）
／
保
護
者
の
労
働

等
に
よ
り
、
放
課
後
に
家
庭
で
保
育
で

き
な
い
小
学
１
～
６
年
生

●
利
用
期
間
／

　
平
成
29
年
４
月
１
日
～
平
成
30
年
３
月

平
成
29
年
度
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

利
用
申
込
を
受
付
し
ま
す

【
問
合
せ
】
子
育
て
推
進
課
（
西
木
庁
舎
）
☎
（
43
）２
２
８
０

●利用場所

名称 場所

白樺児童会 生保内小学校内

ポプラ学園 神代小学校内

かくのだて児童クラブ 角館児童館内

かしわっこクラブ 白岩小学校内

中川っ子クラブ 中川小学校内

マロンクラブ 西明寺小学校内

ひのきっこクラブ 桧木内小学校内

参加者募集！

　
２
月
24
日
㈮
か
ら
26
日
㈰
の

期
間
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
変
更
工

事
の
た
め
、
仙
北
市
総
合
情
報

セ
ン
タ
ー
・
学
習
資
料
館
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
で
の
図
書
の
予
約
・
検

索
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　
同
期
間
、
学
習
資
料
館
内
で

も
予
約
・
検
索
が
で
き
ま
せ
ん
。

貸
出
と
返
却
の
み
と
な
り
ま
す

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

仙北市総合情報センター・学習資料館
ホームページ

http://www1.city.semboku.akita.jp/

２
月
24
日
～
26
日
、
学
習
資
料
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
の

図
書
の
予
約
・
検
索
が
で
き
な
く
な
り
ま
す

【
問
合
せ
】
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー
・
学
習
資
料
館
（
角
館
町
田
町
上
丁
）
☎
（
43
）３
３
３
３

　仙北市で採れた数種類のそばを皆さんに楽しんでいた

だく「そばの郷仙北市　そばタベクラーベの会」を今年

も開催します。そば前料理と秋田の地酒を味わいながら、

仙北市産そばの食べ比べをしてみませんか。

第５回　そばの郷仙北市

3月11日 土

角館交流センター

18:00～19:30

そばタベクラーベの会

　定員／先着50人

　参加費／ 2,500円（そば前酒一合付き）

　申込締切／ 3月6日㈪

【問合せ】農山村体験デザイン室（西木庁舎）☎43-3353

主催  遊楽3トピアそば会議

とき

ところ

▼総務課　☎ 43-1111

▼田沢湖地域センター（サポートセンター）　☎ 43-1147

ホームページ　http://www.city.semboku.akita.jp/

ｆａｃｅｂｏｏｋ　https://www.facebook.com/sembokucity

▼角館地域センター（サポートセンター）　☎ 43-3309

▼西木地域センター（サポートセンター）　☎ 43-2200

▼桧木内出張所（サポートセンター）　 ☎ 48-2001

▼上桧木内出張所（サポートセンター）　☎ 49-2159

▼田沢出張所（サポートセンター）　☎ 43-1351

▼神代出張所（サポートセンター）　☎ 43-1352

市 information
役所からのお知らせ
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　お酒に含まれるエネルギー量を

意識しないで飲んでいませんか？

　積み重なれば意外と高エネル

ギーになり、肝臓に負担がかかる

ばかりでなく肥満の原因や血糖

値、中性脂肪値の上昇など生活習

慣病のリスクを高めます。また、

アルコール量『1日：日本酒換算3

合』を超えると多量飲酒といわれ、

アルコール依存症など心の病気と

深く関わります。

　飲酒について正しい知識を持

ち、お酒と上手に付き合いましょう。

健康ワン
ポイント

1日の適正飲酒量を守る

お酒の買い置きをしない

お酒を飲まない日を決める

おつまみは「油と塩分控えめ」の料理を選ぶ

週に 2日以上はお酒を飲まない「休肝日」をつくりましょう。

適量の目安 アルコール度数 エネルギー

ビール 500 ml（中瓶 1 本） 4 ～ 5％ 200 Kcal

日本酒 180 ml（1 合） 12 ～ 13％ 200 Kcal

ウイスキー  60 ml（ダブル 1 杯） 40％ 142 Kcal

焼酎  90 ml 25％ 131 Kcal

身近にアルコールを置かないことが、飲酒量を減らし休肝日を守るのに役立ちます。

おすすめのつまみ：野菜の煮物、海藻サラダ、冷奴、枝豆など

お酒「けんこう仙北21計画」

アルコールから健康を守る

と上手に付き合おう

問合せ  仙北市保健課  ☎55-1112

※1日のお酒の適量の目安は表のうち、いずれか 1 つ分

です。女性や高齢者の適量はこの半分になります。

適度な飲酒を楽しもう

平成18年度 15,000円

平成19年度 15,030円

平成20年度 15,140円

平成21年度 15,230円

平成22年度 15,490円

平成23年度 15,280円

平成24年度 15,130円

平成25年度 15,100円

特定期間について 特例追納について

特定期間・特例納付制度のご案内

国民年金

　国民年金の第3号被保険者が、

配偶者（第2号被保険者）の退職

やご本人の収入が増加したこと

などによって扶養から外れた場

合には、第1号被保険者への切替

手続きが必要です。

　この切替手続きが 2年以上遅

れ、時効により国民年金の保険

料を納付することができなかっ

た期間については、届出により

年金の受給資格期間に算入する

ことができ、年金を受けとれな

い事態を防止できる場合があり

ます。（ただし、年金額には反映

しません）

　届出により特定期間とされた期間

については、平成30年3月31日ま

でに限り、特定保険料を納付（特例

追納）することで年金額を増やすこ

とができる場合があります。（すでに

年金を受け取っている方は、特例追

納をしても年金額が増えない場合が

あります）

【特定保険料の額】

　特定保険料の額は、当時の保険

料額に加算金を加えた額となり、

平成28年度における保険料額は

次のとおりです。（年度が変わると

加算額が変更となります）

【特例追納の対象期間】

▲

特例追納する時点で 60歳未満の方

 ：承認があった月前10年以内の期間

▲

特例追納する時点で 60歳以上の方

 ：50歳以上60歳未満であった期間

大曲年金事務所 ☎0187-63-2296問合せ

市立角館総合病院  新病院開院について

【問合せ】市立角館総合病院（角館町上野）☎54-2111

　平成23年度より事業着手し、このたび完成を迎え、2月

15日㈬に建物の引き渡しを受けました。

　4月1日㈯に病棟が、4月3日㈪より外来が新病院でスター

トします。オープンに先立ちまして、市民の方々に新たな病

院をご見学いただく機会を設けました。どなたでもお気軽に

お越しください。

　4月1日に新病院を開院する運びとなり

ますが、現病院から新病院への医療機器

等の移転作業のため設置、調整期間が必

要となり、診療業務に支障を来たすこと

から、誠に勝手ながら、次のとおり現病

院の外来診察をはじめ、しばらくの期間、

入院患者受け入れや救急患者診療等を休

止させていただくことになります。

　なお、休止期間の救急患者の受け入れ

については他の救急医療機関へ依頼して

いますので、事情ご賢察のうえ、ご協力

くださいますようよろしくお願いします。

3月29日㈬ ～ 4月2日㈰
（ 透析外来は除く ） 

3月25日㈯ ～ 4月9日㈰

3月28日㈫ 17:00
　　～ 4月4日㈫ 8:30

外来
休診期間

手術
休止期間

救急患者
診療休診期間

新病院開院日

新病院外来開始日

平成29年4月1日㈯

平成29年4月3日㈪

シリーズ 2

105

46

角
館
バ
イ
パ
ス

角館駅

至大曲

至盛岡

至秋田

武
家
屋
敷
通
り

現角館総合病院
落合運動公園
落合野球場

内覧会場
（新病院）

内覧会
平成29年

3月25日㈯・26日㈰

10:00～15:00

新病院移転に伴う外来休診等のお知らせ

information市 役所からのお知らせ ▼角館地域センター（サポートセンター）　☎ 43-3309

▼西木地域センター（サポートセンター）　☎ 43-2200

▼総務課　☎ 43-1111

▼田沢湖地域センター（サポートセンター）　☎ 43-1147

9 8Semboku  City  Public  Relations広報せんぼく



生涯学習課　 ☎43-3383
田沢湖公民館 ☎43-1061
角館公民館　 ☎54-1110
西木公民館　 ☎47-3100

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

生
涯
学
習

学
び
・
ふ
れ
あ
い
・
心
豊
か
に

広報せんぼく平成 29 年（2017） 2 月 16 日号　　学び・ふれあい・心豊かに  生涯学習

生涯学習サークル紹介

　
郷
土
に
伝
わ
る
懐
か
し
い
料

理
や
お
菓
子
な
ど
、
様
々
な
「
ん

み
ゃ
も
の
」
の
作
り
方
を
学
び

ま
せ
ん
か
。
今
回
は
「
長
芋
き

な
こ
ロ
ー
ル
」
と
「
鶏
卵
」、「
大

福
」
を
作
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

●

日
時
／
２
月
24
日
㈮
、
３
月
10

日
㈮  

10
時
～
13
時

●

会
場
／
神
代
就
業
改
善
セ
ン

タ
ー

●

講
師
／
千
田
ミ
ワ
氏

●

受
講
料
／
各
６
０
０
円
（
材
料

代
）

●

持
ち
物
／
調
理
作
業
に
適
し

た
服
装
（
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

　
桧
木
内
地
区
の
婦
人
グ
ル
ー

プ
が
自
主
学
習
と
し
て
始
め
た

「
お
茶
の
会
」
が
今
年
で
８
年
目

を
迎
え
ま
し
た
。

　
門
脇
ト
キ
ヨ
さ
ん
を
先
生
に

裏
千
家
流
茶
道
の
作
法
や
礼
儀

を
学
ん
で
い
ま
す
。
師
範
の
許

状
を
持
つ
門
脇
さ
ん
は
、「
お
手

前
を
指
導
し
、
茶
道
の
本
当
の

楽
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
と
同

時
に
参
加
者
の
笑
顔
と
健
康
に

勇
気
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

んみゃもの料理教室お茶の会

初歩から始めるおもてなし英会話講座Ⅱ

な
ど
）、
筆
記
用
具

●

募
集
開
始
日
／
２
月
20
日
㈪

か
ら  

先
着
20
人
締
切

●

申
込
先
／
田
沢
湖
公
民
館
の

み
で
の
受
付
と
な
り
ま
す
。

　　　　　　　　　　　　　　　  　市内で活動する

サークルを紹介します。参加してみたい、活動に興

味がある方は西木公民館までお問い合わせください。

活動日時：12月～3月（期間中に 6回） 10時～12時30分

活動場所：桧木内地区公民館　　会員数：9人 「鶏卵」。様々な形や模様がきれいなお菓子です。

　　　　　　　　　　　　　　　　仙北市民を対象とした次の公民館

講座の受講者を募集します。募集開始日から平日の 8時30分から 17
時までの間に田沢湖公民館の窓口または電話でお申し込みください。

公民館講座受講者募集

　
角
館
公
民
館
で
は
、

昨
年
に
引
き
続
き
初

心
者
向
け
英
会
話
講

座
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
観
光
地
で
あ
る
仙

北
市
に
は
た
く
さ
ん

の
外
国
の
方
が
訪
れ

ま
す
。
片
言
で
も
「
お

も
て
な
し
の
心
」
で

接
す
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
と
の
思
い
か
ら

始
ま
っ
た
こ
の
講
座

は
、
英
会
話
塾
講
師

の
田
村
雄
幸
さ
ん
の

指
導
の
も
と
、
１
月

19
日
か
ら
２
月
16
日

ま
で
の
毎
週
木
曜
日

全
５
回
の
日
程
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
21
人
の

皆
さ
ん
は
、
外
国
の

方
に
話
し
か
け
て
み

る
こ
と
を
目
標
に
先

生
の
発
音
を
真
似
て

真
剣
に
取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
。

生涯学習活動紹介

山野草の寄せ植え講座

　
西
木
公
民
館
の
寄
せ
植
え
講
座
で

は
、
今
年
度
季
節
の
草
花
を
使
っ
て

「
春
・
夏
」
と
「
秋
・
冬
」
の
２
回
に
分

け
て
開
催
し

た
と
こ
ろ
多

く
の
方
か
ら

参
加
い
た
だ

き
、
先
月
大

盛
況
の
う
ち

に
終
了
し
ま

し
た
。

　
冬
に
山
野
草
な
ん
て
と
思
わ
れ
る

方
も
お
り
ま
し
た
が
、
春
一
番
に
咲

く
山
野
草
の
寄
せ
植
え
に
皆
さ
ん
、

早
く
春
が
来
る
の
が
待
ち
遠
し
い
気

持
ち
で
作
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
来
年
度
も
教
室
の
開
催
を

予
定
し
て
い

ま
す
の
で
、

多
数
の
ご
参

加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

　角館樺細工伝承館では開館以来、この時期に「ひな人形展」を開催して

いますが、今年は古雛と押絵を中心とした展覧会です。

　古雛は、佐竹北家などの旧家に伝世してきた享保雛や古今雛など 11組

64体が展示されています。また、ひな人形に付随したひな道具や錦絵など、

時代を感じさせる由緒ある品々も彩りを添えています。

　押絵は、江戸時代末期から昭和前期にかけて庶民の間で流行したお雛様

で、角館では平福穂庵などの郷土画家が製作にかかわり、完成度を高めて

きました。その魅力や変遷を、穂庵作と伝えられる名品など 44組89枚の

押絵で辿ります。

　代々大切に保存伝承されてきたお雛様の数々を、ぜひご鑑賞ください。

　歴史ある角館には、代々大切に受け継がれてきた享保雛や古今雛の古

雛をはじめ、角館押絵や土人形のお雛様が数多く残されています。開催

期間中は、町内40 か所以上でのお雛様の展示を行っています。また、ス

タンプラリー、ガイド付き雛めぐりなど楽しい企画が満載です。

　この季節ならではの町歩きをお楽しみください。

角館樺細工伝承館　☎54-1700

平成29年4月9日 [日] まで

● 入館料／一般（高校生以上）300円、小・中学生 150円   

※休館日はありません。

2月18日（土）10時～　仙北市商工会角館本所1 階かつらぎ
子どもたちによる歌と手踊りの披露、餅と甘酒の振舞い、お梅ちゃん福

松くんの来場ほか

出発：角館駅前蔵 11時＜所要／約2時間＞

料金：お一人様 1,500円　団体割引（10名様以上）1,000円

　　　「雛御膳」付きはプラス 2,160円

2名様以上で 2日前までにお申し込みください。

仙北市民

無 料

開催中

オープニングイベント

ガイド付き雛めぐり

会場・問合せ

【開館時間】9時～16時30分（入館は16時まで）

角館のひな人形展

角館 雛めぐり

仙北市商工会田沢湖支所  ☎ 43-0372
仙北市観光情報センター「角館駅前蔵」☎ 54-2700

申込・問合せ

平成29年2月18日 [土] から3月12日 [日] まで
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か
く
の
だ
て
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ

ン
が
撮
影
支
援
を
行
っ
た
Ｃ
Ｍ
が
１
月

16
日
か
ら
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
Ｇ
ａ
ｌ
ａ
ｘ
ｙ 

Ｓ
７ 

ｅ
ｄ
ｇ
ｅ（
ギ
ャ

ラ
ク
シ
ー 

エ
ス
セ
ブ
ン 

エ
ッ
ジ
）
の
Ｃ
Ｍ

で
す
。
短
編
映
画
の
よ
う
な
映
像
仕
立
て

で
、
山
﨑
賢
人
さ
ん
と
飯
豊
ま
り
え
さ
ん

の
ダ
ブ
ル
主
演
で
す
。

　
山
﨑
賢
人
さ
ん
が
地
元
で
家
業
を
継

ぐ
青
年
、
飯
豊
ま
り
え
さ
ん
が
地
元
を
離

れ
て
東
京
に
就
職
す
る
女
性
を
演
じ
て

い
ま
す
。
原
風
景
や
雪
の
場
面
が
素
敵

で
、
郷
愁
感
の
あ
る
街
並
み
を
舞
台
に
し

た
い
と
い
う
こ
と
で
撮
影
場
所
に
選
ば

れ
ま
し
た
。
12
月
下
旬
に
仙
北
市
内
各
所

で
様
々
な
場
面
の
撮
影
が
行
わ
れ
、
順
次

公
開
さ
れ
ま
す
。

　
最
初
に
公
開
さ
れ
た
Ｃ
Ｍ
で
は
、
角
館

かくのだてフィルムコミッション

（仙北市観光課内）  ☎ 43-3352
http://kakunodate-fc.jp/

かくのだてフィルムコミッション

ロケーションだより
Kakunodate Film Commission

駅
と
駅
通
り
に
降
り
積
も
っ
た
雪
が
雪

国
ら
し
さ
を
表
現
し
て
い
ま
す
が
、
撮
影

の
時
に
は
、
12
月
と
い
う
の
に
雨
が
降
り

続
い
た
た
め
、
雪
が
解
け
て
い
ま
し
た
。

一
時
は
、
撮
影
が
ど
う
な
る
か
と
心
配
し

て
い
た
の
で
す
が
、
田
沢
湖
高
原
の
ア
ル

パ
こ
ま
く
さ
の
敷
地
内
等
か
ら
、
大
型
ダ

ン
プ
で
雪
を
輸
送
し
、
道
路
に
雪
を
敷
き

詰
め
、
無
事
撮
影
を
終
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
ま
た
、
か
ま
く
ら
の
あ
る
場
面
で
は
、

横
手
市
の
協
力
を
得
て
、
か
ま
く
ら
職
人

に
か
ま
く
ら
を
作
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
今
回
の
撮
影
に
つ
い
て
、
沢
山
の
方

に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

Ｃ
Ｍ
の
続
編
が
公
開
さ
れ
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。
楽
し
み
に
待
ち
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　（
会
長
　
坂
本  

洋
）

輸送した雪を除雪機で飛ばし、降り積もった雪を再現

　

仙
北
市
は
国
内
有
数
の
温
泉
地
で
す
。
で
も

あ
ま
り
身
近
す
ぎ
る
存
在
の
せ
い
か
、
い
つ
で

も
行
け
る
安
心
感
な
の
か
、
多
彩
な
温
泉
を
楽

し
む
皆
様
が
減
っ
た
か
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

温
泉
関
係
者
か
ら
お
聞
き
す
る
と
、
市
外
や
遠

方
か
ら
湯
治
に
来
る
お
客
様
に
比
べ
、
市
民
の

湯
治
利
用
は
減
少
傾
向
だ
と
聞
き
ま
し
た
。
こ

れ
は
本
当
に
モ
ッ
タ
イ
ナ
イ
お
話
で
す
。

　

世
界
に
は
10
種
類
の
泉
質
が
あ
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
仙
北
市
に
は
８
種
類
の

泉
質
が
存
在
し
、
そ
れ
ぞ
れ
特
有
の
効
能
が
昔

か
ら
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
恩
恵
を
日
常
的

に
受
け
ら
れ
る
「
地
の
利
」
を
生
か
し
、
仙
北

市
だ
か
ら
こ
そ
温
泉
活
用
の
健
康
増
進
事
業
を

行
う
べ
き
と
考
え
ま
し
た
。
そ
こ
で
昨
年
10
月
、

秋
田
大
学
医
学
部
や
市
医
療
協
議
会
、
市
観
光

連
盟
、
温
泉
事
業
者
な
ど
の
皆
様
に
参
加
を
い

た
だ
き
、
推
進
検
討
会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

同
検
討
会
の
議
論
は
終
え
、
こ
れ
を
受
け
て
平

成
29
年
度
か
ら
様
々
な
取
り
組
み
に
着
手
し
ま

す
。
現
在
は
医
師
や
看
護
師
、
保
健
師
、
栄
養

士
な
ど
が
、
医
学
的
な
入
浴
指
導
や
栄
養
療
法

の
準
備
に
入
っ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
２
月
に
改
修
が
終
わ
っ
た
西
木
温

泉
ク
リ
オ
ン
プ
ー
ル
は
、
ス
イ
ミ
ン
グ
・
ス
ク
ー

ル
の
拠
点
と
し
て
の
活
用
は
も
ち
ろ
ん
、
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
予
防
教
室
、
心
身

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
教
室
、
浮
き
浮
き
教
室
、
わ
く

わ
く
教
室
な
ど
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
ま
た
ご

近
所
の
各
温
泉
を
、
高
齢
の
皆
様
の
健
康
増
進

拠
点
と
し
て
活
用
す
る
た
め
の
新
制
度
も
検
討

中
で
す
。

　

昨
年
は
、
市
の
温
泉
事
業
で
カ
ラ
吹
き
源
泉

か
ら
新
水
沢
源
泉
へ
の
切
り
替
え
工
事
が
終
了

し
ま
し
た
。
し
か
し
各
温
泉
施
設
の
引
湯
管
の

老
朽
化
な
ど
が
原
因
で
、
湯
温
を
保
つ
こ
と
が

難
し
い
施
設
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
引
湯
管
の

敷
設
替
え
を
応
援
す
る
事
業
も
始
め
た
い
と
思

い
ま
す
。
ま
た
温
泉
マ
イ
ス
タ
ー
育
成
な
ど
の

取
り
組
み
で
、
市
民
の
皆
様
が
安
心
し
て
温
泉

に
通
え
る
環
境
を
整
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

温
泉
は
仙
北
市
観
光
の
目
玉
で
す
。
外
国
か

ら
も
多
く
の
お
客
様
を
お
迎
え
し
、
医
療
（
診

察
や
人
間
ド
ッ
ク
な
ど
）・
観
劇
・
食
事
・
自

然
観
察
な
ど
と
組
み
合
わ
せ
た
、
新
し
い
ヘ
ル

ス
ケ
ア
ツ
ー
リ
ズ
ム
も
同
時
展
開
し
ま
す
。

　

夢
は
、
温
泉
入
浴
が
医
療
行
為
と
し
て
認
め

ら
れ
る
こ
と
で
す
。〝
治
療
で
温
泉
に
入
院
〟
が

実
現
で
き
る
よ
う
、
制
度
改
正
も
含
め
た
道
筋

づ
く
り
に
本
気
で
取
り
組
み
ま
す
。

仙
北
市
長
　
門
脇
　
光
浩

『
温
泉
と
医
療
で
市
民
の
健
康
増
進
』

No.112

まちづくり
日記

　FISフリースタイルスキーワールドカップ秋田たざわ湖大
会がいよいよ始まります。
　13日から各国の選手団が続々と田沢湖入りし、16日と17
日には公式トレーニングが行われます。
　3回目となる今回は、選手のエントリー数がこれまでで最
多となり、白熱したレース展開になること間違いなし。2 月
18日・19日は世界トップアスリートの滑りをぜひ観にいら
してください！

昨年に引き続き、

元日本代表・上村愛子さんも

アンバサダーとして大会を盛り
上げてくれます！

出場予定の日本人注目選手

海外の強豪選手も参戦！

昨年のたざわ湖大会で4位に入り、一躍

脚光を浴びた期待の新星。今シーズンも

好調を維持し、アメリカで行われた第2

戦では表彰台まであと一歩の4 位に入っ

た。今回のたざわ湖大会では表彰台に上

がる姿を日本のファンに見せて欲しい。

昨季初優勝し、W杯総合でも2位となり、

王者ミカエル・キングズベリーを脅かす

存在までに成長。

昨年のたざわ湖大会で優勝した期待の若手。

今シーズンも安定した滑りで好調を維持

している。

モーグル伊藤3姉妹の次女。怪我から 3

シーズンぶりに復帰した昨季はレースの

感覚を取り戻し、たざわ湖大会では11位。

今シーズンは開幕戦で日本人女子最高の

12位に入っている。勝負のシーズンとな

る彼女の滑りに注目したい。

原   大智                       HARA  Daichi 伊藤   みき                        ITO  Miki

マット・グラハム    GRAHAM  Matt
（AUS）

ペリーヌ・ラフォン  LAFFONT  Perrine
（FRA）

FISフリースタイルスキーワールドカップ　秋田たざわ湖大会
組織委員会事務局（仙北市教育委員会　スポーツ振興課内）
☎ 0187-43-3390　E-mail akita.tazawako.oc@gmail.com

お問い合わせ

がんばれ
日本！

2/18　   モーグル予選 ･決勝土 2/19　  デュアルモーグル予選･決勝日

  9:15　公式トレーニング（女子）

10:00　モーグル女子予選

11:00　公式トレーニング（男子）

11:45　モーグル男子予選

12:50　決勝進出者公式トレーニング（男女）

13:30　モーグル女子決勝（16人）

13:55　モーグル男子決勝（16人）

14:25　モーグル女子決勝（6人）

14:35　モーグル男子決勝（6人）

14:50　表彰式（ゴールエリア）

10:45　公式トレーニング（男女）

12:05　デュアルモーグル男女予選

13:30　デュアルモーグル男女決勝（16人）

14:50　表彰式（ゴールエリア）

※スケジュールは変更する場合があります
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仙北市体育協会

スポーツ賞受賞者の
推薦を募集します
　仙北市体育協会では、平成 28 年度の

功績が顕著な人を表彰する準備を進めて

います。仙北市に在住、在勤、在学する

方で、スポーツ振興に寄与し、実績が顕

著な方を推薦募集します。

【対象賞】功労賞、栄光賞、奨励賞、指導

者賞、普及振興賞、特別賞（受賞の基準、

規程がありますので、詳しくはお問い

合わせください）

【募集期限】2月24日金

【受賞式】3月中旬、角館樺細工伝承館の

予定

【問合せ】仙北市体育協会事務局（勤労青

少年ホーム内） ☎54-3474

OSHIRASE NAVI募　集 相
談
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集
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せ
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仙北市総合情報センター主催

第6回パソコン講座
【パソコン基本】3月1日 水・2日 木・7

日火・8日水（4日間） マウス･キーボー

ド操作、文字入力、インターネット、

電子メールなど 《対象：初心者》

【エクセル基本】3月15日水・16日木

　（2日間） 計算、表作成等 《対象：パソコ

ン基本操作をおおよそ習得している方》

【時間】13:00 ～ 16:00

【場所】仙北市総合情報センター 研修室

【定員】各29人

【申込・問合せ】仙北市総合情報センター

（土 ･ 日 ･ 祝日を除く） ☎43-3339

※テキストについては、学研の『わかる

パソコン入門　Windows7』（1,200

円）を書店（ブックイン105など）で

購入し持参願います。

※仙北市民以外の受講はパソコン使用料

1時間200円が発生します。

OSHIRASE NAVIセミナー・教室等

平成29年度 公共職業訓練

4月期生の募集
　ポリテクセンター秋田では、求職者を対象

にものづくり分野に関する専門的技能・知識

を習得するための職業訓練を行っています。

【訓練期間】4月4日火 ～ 9月29日金 

　9:20 ～ 15:40（6か月）

【場所】ポリテクセンター秋田（潟上市）

【訓練科（定員）】 ▼機械加工技術科（15人）

　 ▼電気設備技術科（15人）

　 ▼ビル管理技術科（15人）

【募集期限】2月28日火 

【受講料】無料（テキスト代等は自己負担）

【応募資格】ハローワークに求職申込をさ

れた方で、新たな技術・技能を身につ

けて再就職を希望される方

【問合せ】秋田職業能力開発促進センター

（ポリテクセンター秋田）訓練課 受講

者第一係 ☎018-873-3178

OSHIRASE NAVIセミナー・教室等

OSHIRASE NAVIセミナー・教室等

そば打ち講座
　仙北市産の地そばの振興のために活動

する「遊楽 3 トピアそば会議」が、人気

のそば打ち講座の追加講習を実施します。

ご家庭でそば打ちができる程度の技術が

習得できます。初心者から過去にそば打

ち講座に参加されたことのある方までお

気軽にご参加ください。

【期日】 ▼ 2月25日 土《申込締切2月22

日 水 》 ▼ 3月18日 土《申込締切3月

15日 水 》 ※開催日ごとに予約をお願

いします。どちらか１日だけの参加も

可能です。

【時間】10:00 ～ 12:00

【場所】神代就業改善センター

【定員】各10人（定員になり次第締切）

【参加料】各2,000円（講義は1回打ち）

【持ち物】エプロン、三角巾、そばを入れ

る容器（5人前のそばをお持ち帰り可）

【申込み・問合せ】遊楽3トピアそば会議

（仙北市農山村体験デザイン室内）

　☎43-3353

元気してらが
フェスティバル
　仙北市、大仙市、美郷町などから地域

で活躍するグループが大集合！和太鼓、

手踊り、ダンスなど様々なジャンルのス

テージをお楽しみください。

【日時】2月26日日 ▼開場12:00 

　 ▼開演13:00 ▼ 11:00からロビーで地

産地消のお店が開店！

【場所】わらび劇場

【問合せ】NPO アート夢ネットあきた

　（わらび劇場内） ☎44-3915

OSHIRASE NAVIイベント

入場無料

イベント OSHIRASE NAVI

無料法律相談
　市では、法律問題でお困りの方が、お気

軽に法律の専門家（＝弁護士）に相談でき

るよう、秋田弁護士会のご協力をいただき、

次のとおり無料法律相談を開催します。

【日時】2月22日水 13:30 ～

【場所】角館交流センター 第2研修室

【相談員】草薙秀樹弁護士

【相談内容】 ▼一般法律相談（法律問題全

般のご相談） ▼サラ金・クレジットな

ど多重債務のご相談 ▼中小企業・個人

事業に関するご相談 ▼高齢者・障がい

者に関するご相談 ▼交通事故に関する

ご相談 ▼子どもに関するご相談

【申込方法】総務課総務係に電話で予約し

てください。

【予約受付時間】平日9:00 ～ 17:00

【相談時間等】1日先着5人。1人30分以

内。（①13:30 ～ 14:00  ②14:05 ～

14:35  ③14:40 ～ 15:10  ④15:15

～ 15:45  ⑤15:50 ～ 16:20）

【その他】相談がスムーズに進むよう、あ

らかじめ話の内容をまとめてきてくだ

さい。相談に必要と思われる資料があ

りましたらお持ちください。

【問合せ】仙北市総務課  ☎43-1111

OSHIRASE NAVI相　談

災害時の逃げ道を
確認しましょう！
　屋根からの落雪により、家の周りに雪

が積もる時期です。災害時の逃げ道を確

認し、避難口を 2 か所以上確保しましょ

う。避難口が 1 か所だと、玄関付近から

火災が発生した際に避難できなくなって

しまいます。玄関以外の裏口や勝手口付

近の除雪を行い、逃げ道を確保するよう

にしてください。また、家族で災害時の

避難の仕方を確認し、もしもの時に備え

ましょう。
--------------------------------------

▼裏口や勝手口の除雪をし、避難口を確

保しましょう。

▼裏口等がない場合は、窓周辺の雪を寄

せ、避難できるようにしましょう。

▼災害時の避難口や避難場所について家

族で話し合いましょう。

▼雪囲いで避難口が塞がることがないよ

うにしましょう。
--------------------------------------

【問合せ】角館消防署予防班 ☎54-2302

OSHIRASE NAVIお知らせ

自動車の登録手続き
年度末を待たずにお早めに
　年度末、運輸支局の自動車検査・登録

窓口は、例年大変混み合います。特に 3

月中旬以降は、自動車税課税基準日（4

月 1 日）前に名義変更や抹消登録手続き

を行う方々による駆け込み申請および車

検車両の増加により大変混雑し、申請者

の皆さまには長時間お待ちいただく状況

になっています。自動車の諸手続きをご

予定の方は、年度末前の比較的混雑の少

ない 3 月上旬ごろまでに手続きされます

ようお願いします。

【問合せ】東北運輸局秋田運輸支局 

　☎050-5540-2012

OSHIRASE NAVIお知らせ

OSHIRASE NAVIお知らせ

大曲税務署からのお知らせ

平成28年分の確定申告と
納税はお早めに！
　大曲税務署では、次の日程で確定申告

書作成会場を開設します。

【開設日時】2月16日木 ～ 3月15日水 

　（土・日曜日を除く）9:00 ～ 17:00

【場所】大曲税務署2階会議室（大仙市大

曲上栄町9-4）※駐車場はありますが、

期間中は混雑が予想されますので、公

共交通機関等をご利用ください。

【確定申告期限と納付期限】 ▼所得税及び

復興特別所得税・贈与税：3月15日水 

　 ▼消費税及び地方消費税：3月31日金 

※申告書の提出後に、納付書の送付や納

税通知等による納税のお知らせはあり

ません。納付には、便利で安全な振替

納税（口座振替）をご利用ください。

※3月は混雑します。特に、申告期限間際

は混雑し、長時間お待ちいただいており

ますので、お早めにご来場ください。

【問合せ】大曲税務署 ☎0187-62-2191

　あきた結婚支援センターとは、県や

県内全市町村、各種団体が共同で設立

した法人で、県内に 3 つのセンター（秋

田市・横手市・大館市）を設置していま

す。結婚を希望する 20 歳以上の独身

男女の出会いを支援するために会員制

によるマッチング事業を行っています。

【会員登録の際、お持ちいただくもの】

▼入会申込書

▼本人・住所を確認できる書類（運

転免許証・パスポート等）

▼独身を確認できる書類（各市町村

長が発行する「独身証明書」また

は「戸籍抄本」）

▼入会登録料　10,000円（登録日

から3年間有効）　※仙北市に住

民登録している方には、仙北市

が助成します。

【問合せ】あきた結婚支援センター 

☎0800-800-0413

個別マッチング事業のしくみ

電話予約のうえ

本人がセンター

へ来所して会員

登録

センターにおいて

お話し合いをして

いただきます

センターのパソコ

ンで本人が直接、

希望するお相手を

検索

お相手を選択しマッチング申込

カップル成立・

交際スタート・

ご成婚 

独身の方の出会いを応援します

仙北市に住民登録している方

平成28年度

入会登録料 全額助成

【田沢湖・角館周遊パス】運行のお知らせ

仙北市内を周遊する、
1日乗り放題の定期路線を運行します！
　山手線方式で、田沢湖・角館・西木を周遊する定期路線を運行します。生活の移動

手段として、または市内の歴史的建造物や日本有数の温泉郷、豊かな自然を満喫する、

フリープランなどの観光周遊手段として、ぜひご利用ください。

【期間】3月25日土 まで 

【運行】青いフロントマスクのわかすぎ号（時計回り）と、赤いフロントマスクのこま

くさ号（反時計回り）が3便ずつ、1日6本。土日祝日はバスで、平日はジャンボ

タクシーで運行しています。

【料金】チケット2,000円（小学生1,000円、未就学児無料）をご購入いただくと、

1日何回でも乗り放題！

【問合せ】 ▼事務局：（一社）田沢湖・角館観光連盟 ☎43-3352 

　 ▼仙北市田沢湖観光情報センター「フォレイク」  ☎43-2111 

　 ▼仙北市観光情報センター「角館駅前蔵」 ☎54-2700

【わかすぎ号　（時計回り）】

田沢湖駅 わらび座 角館駅 桜並木駐車場 クリオン かたくり館 レストハウス 田沢湖駅

1便 10:50 11:08 11:16 11:21 11:32 11:39 12:07 12:20

2便 13:00 13:18 13:26 13:31 13:42 13:49 14:17 14:30

3便 15:00 15:18 15:26 15:31 15:42 15:49 16:17 16:30

【こまくさ号　（反時計回り）】

田沢湖駅 レストハウス かたくり館 クリオン 桜並木駐車場 角館駅 わらび座 田沢湖駅

1便 10:50 11:03 11:31 11:38 11:49 11:54 12:02 12:20

2便 13:00 13:13 13:41 13:48 13:59 14:04 14:12 14:30

3便 15:00 15:13 15:41 15:48 15:59 16:04 16:12 16:30

おしらせナビ
OSHIRASE NAVIおしらせナビ

OSHIRASE NAVI
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村おこしの達人に聴く／白岩城
址燈火祭

旬な情報チャンネル

市役所からのお知らせ

国民年金特例期間・特例納付制
度のご案内／健康ワンポイント

学び・ふれあい・心豊かに 生涯学習

角館のひな人形展／角館雛めぐり

2017 FIS フリースタイルスキー
ワールドカップ 秋田たざわ湖大会

まちづくり日記／かくのだてフィル
ムコミッション ロケーションだより

おしらせナビ

カレンダー・目次

2/

１６ 木

●上村愛子さんの食育に関する講演会（生保内小学校体育館 13:30 ～） 2/1･P9

●手作り教室特別編（田沢湖図書館 10:00 ～） 2/1･P15

●行政相談所開設日（角館交流センター 13:00 ～ 16:00） 2/1･P20

●角館押絵制作勉強会（仙北市観光情報センター「角館駅前蔵」13:00 ～

16:00） 1/16･P12

●第 5回パソコン講座（総合情報センター 13:00 ～ 16:00） 1/16･P12

●第8回秋田仙北屋冬がっこグランプリ（ワンダーモール 13:00 ～ 15:30） 1/16･P13

●初歩から始めるおもてなし英会話講座Ⅱ（角館公民館 15:15 ～ 16:15） 12/16･P22

１７ 金 ●笑いの会（健康管理センター 10:00 ～ 11:30 頃） 2/1･P18

１８ 土

●角館雛めぐり（角館町内各所） 3 月 12日まで  P11

● FIS フリースタイルスキーワールドカップ秋田・たざわ湖大会【モーグル予
選・決勝】（たざわ湖スキー場【競技開始】10:00 ～） P12

●おはなし玉手箱（田沢湖図書館 10:00 ～） 2/1･P15

１９ 日

● FIS フリースタイルスキーワールドカップ秋田・たざわ湖大会【デュアルモー
グル予選・決勝】（たざわ湖スキー場【競技開始】12:05 ～） P12

●移住者交流会（湖畔の杜レストラン「ORAE」11:30 ～ 13:30） 1/16･P13

２０ 月 ●仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（西木公民館 10:00 ～ 12:00） 2/1･P20

２１ 火
●えがおサロン（田沢湖健康増進センター 10:00 ～ 15:00） 2/1･P18

●水墨画教室（神代就業改善センター 13:30 ～ 16:00） 1/16･P10

２２ 水

●無料法律相談（角館交流センター 13:30 ～） P15

●いきいき・スマート講座（神代就業改善センター 18:00 ～ 19:30） 1/16･P10

●エコクラフトのかご作り教室（西木公民館 13:30 ～ 15:30） 12/1･P14

２３ 木

●土鈴作り教室（田沢湖総合開発センター 10:00 ～ 12:00） 2/1･P14

●すくすく成長記録Day（さくラッコ 10:30 ～ 11:30） 2/1･P17

●角館押絵制作勉強会（仙北市観光情報センター「角館駅前蔵」13:00 ～

16:00） 1/16･P12

２４ 金
●学習資料館図書予約・検索サービス停止 26 日まで  P6

●んみゃもの料理教室（神代就業改善センター 10:00 ～ 13:00） P10

●行政相談所開設日（市役所桧木内出張所 13:00 ～ 16:00） 2/1･P20

２５ 土

●そば打ち講座（神代就業改善センター 10:00 ～ 12:00） P15

●第46回田沢湖高原雪まつり（たざわ湖スキー場特設会場 10:00 ～ 21:00） 2/1･P7

●河正雄文庫特別展（田沢湖図書館） 3 月 26 日まで  2/1･P15

●角館押絵ギャラリートーク（角館樺細工伝承館 13:30 ～ 15:00） 2/1･P19

●角館高等学校若杉・駒草会西木支部同窓会設立総会（西木温泉クリオン

11:00 ～） 2/1･P20

●衣類のリメイク教室（西木公民館 13:30 ～ 16:00） 12/1･P14

２６ 日

●元気してらがフェスティバル（わらび劇場 13:00 開演） P14

●第46回田沢湖高原雪まつり（たざわ湖スキー場特設会場 10:00 ～ 15:00） 2/1･P7

●仙北市民スキー大会（≪アルペン・スノーボード≫たざわ湖スキー場　≪クロ

スカントリー競技≫田沢湖スポーツセンタークロスカントリーコース） 1/16･P13

２７ 月 ●新舞踊教室（西木公民館 13:30 ～ 15:30） 11/16･P14

２８ 火
●夜間納税窓口開設日（市役所田沢湖・角館・西木庁舎 17:15 ～ 19:00） P6

●ひな菓子作り教室（旧石黒（恵）家 13:00 ～ 15:00 頃） 2/1･P14

3/
１ 水 ●第 6 回パソコン講座（総合情報センター 13:00 ～ 16:00） P14

２ 木 ●第 6 回パソコン講座（総合情報センター 13:00 ～ 16:00） P14

３ 金
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広報担当者の

SR　県内でも冬まつり・イベン
トといえば県南のイメージがあ
りますが、その中でも特に仙北
市で多数行われています。2 月
も後半になり、残すところ主な
ものはモーグルＷ杯と田沢湖高
原雪まつり。週末はほぼ山籠り
状態（自身の山滑り含む）とな
りそうです。欲をいえば市外の
ものも 1 つくらい見学したいな
と。隙を見つけて行ってみたい
と思います。

TK　3 年ぶりの開催となった子
ども議会。質問や提言を行った
子ども議員の皆さんは堂々とし
ていて感心しきり。しかし、終
了するとそこはさすがに子ど
も。あちこちからホッとした表
情が見られ、大分緊張していた
様子。それと同時に達成感に満
ちあふれた皆さんの顔つきを頼
もしく感じました。議員を務め
あげた児童生徒の皆さん、本当
にお疲れ様でした。

MT　白岩城址燈火祭の取材に。
館山のかがり火が幻想的で地域
の連帯感を感じるこのお祭り。
昨年まで地域おこしをけん引さ
れた下田三千雄さんの話で印象
的だったのは「やってみなけれ
ばわからない」という言葉。構
想を具現化させるまではご苦労
もあったと思いますが、しっか
りとオンリー白岩が花咲いてい
ました。
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